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要旨 

近年、留学生 10 万人計画に続く 30 万人計画、外国人労働者の雇用、そして、親の雇

用に伴い越境する子どもたちなど、日本に在住する外国人の定住化が進んでいる。その

ような現状を反映して、地域社会で個人や団体等が「生活者」としての外国人の日本語

の学習に何らかの形で関わる活動が急速に広がっている（山田 2002:118）。稿者は、I
県 O 市にあるボランティア日本語教室 S でボランティアとして活動している。そこでの

主な活動は、週に一度 2 時間、近隣に在住しているニューカマーの外国人に対する日本

語学習支援である。稿者は、そこでの約 2 年間の活動を通し、教室を運営している日本

人参加者が「先生」、外国人参加者が「生徒」という位置づけにあることに気がついた。

ボランティア日本語教室 S の「日本人」と「外国人」の関係性について考察することで、

今後の地域の日本語教室の目指すべき姿を提示できるのではないかと考え、本研究に

至った。そして、本稿では、日本語教室に存在する「先生」と「生徒」という関係性は

なぜ生まれるのか、日本人参加者と外国人参加者はその関係性をどう捉えているのだろ

うかという疑問を出発点に、両参加者の意見を含め、「先生」、「生徒」という位置づけ

がされているのかを明らかにしたい。そして、彼らの目指している関係性及び活動から、

今後の日本語教室の目指すべき姿について提案したい。 

日本語教室における「先生」と「生徒」についての先行研究には、森本（2003）と

OHRI（2005）が挙げられる。両研究では、「共生」を目指す地域の相互学習活動を批判

的に再検討し、その「先生」と「生徒」の関係性は権力関係を含んでおり、協働学習を

妨げる要因になっていると述べている。しかし、ともすれば、日本人参加者の声に傾き

がちである。よって、本研究では、日本語教室の現状について両者の関係性を中心に分

析し考察する。 

本調査では、日本語教室 S の日本人参加者 4 名と外国人参加者 3 名へのインタビュー

調査と参与観察を行った。そして、日本語教室 S と交流のある隣の市、I 市で活動をし

ている日本語教室 G の日本人参加者 1 名、都内 M 区の日本語の会 K で活動をしている

日本人参加者 1 名、首都圏内のボランティア日本語教室で活動をしている日本人参加者

2 名のインタビュー調査を分析に加えた。 

  調査結果から、「参加者の活動意識と変化」、「呼び名に対する意識」、という 2 つの項目が浮

かび上がった。まず、日本語教室 S の日本人参加者は、日本語の学習支援は、外国人参加者

との交流の一つの形だと捉えているようであった。しかし、現在は、活動意識が日本語を教える

ことに集約されており、そこに変化が見られる。一方、外国人参加者は、活動を始める前の「日

本語を勉強したい」という期待が満たされており、また、日本語を勉強することだけでなく、日本

語教室 S を「友人」「家族」の場と捉えていることがわかった。 
さらに、「呼び名」についてだが、日本人参加者は全員「先生」と呼ばれており、その理由とし

て、「名前が覚えられない」、「教える人への配慮」を挙げている。それに対し、外国人参加者は、

「教えている人だから」に加え、「尊敬」、「友人」、「母親」と言うような感情を含めていることがわ

かった。以上のように、「呼び名」には参加者それぞれの思いが込められており、外国人参加者

が思っている通りには日本人参加者に伝わっていないことが明らかになった。 
本研究がやり残した課題は大きい。今後は、より精密な日本語教室の参加者間の関係性を

明らかにし、今後の地域の日本語教室のあり方について外国人住民とともに考えていきたい。 
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